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平
成
三
十
年
度 

通
常
総
会
を
終
え
て 

義
太
夫
協
会
会
長 
原 
道
生 

 

去
る
五
月
二
七
日
（
日
）
の
午
後
、
Ｊ
Ｒ
神
田
駅

前
の
貸
会
議
室
で
、
平
成
三
十
年
度
の
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
い
わ
い
、
今
年
も
、
御
出
席

の
方
々
の
御
協
力
を
得
て
、
議
事
全
般
を
恙
な
く
終

了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
御
報
告
い
た

し
ま
す
。 

 

そ
の
時
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
来

年
の
五
月
初
め
に
は
、
新
天
皇
へ
の
譲
位
の
儀
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
な
い
改
元
も
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
今
回
の
総
会
は
平

成
最
後
の
総
会
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
そ
う
思
う
と
、
多
少
の
感
慨
が
湧
い
て
こ
な

い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
協
会
自
体
の
問
題
と
い

う
こ
と
で
考
え
れ
ば
、
こ
の
日
の
総
会
は
、「
平
成
最

後
」
と
い
う
以
上
に
、
一
昨
年
来
の
懸
案
事
項
と
さ

れ
て
い
た
、「
一
般
社
団
法
人
」
と
し
て
の
定
款
の
部 

 

分
的
変
更
と
い
う
重
要
課
題
を
無
事
に
ク
リ
ア
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
、
重
視
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
機
会
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
本
協
会
が
準
拠
し
て
い
た

定
款
は
、
平
成
二
四
年
四
月
に
現
在
の
「
一
般
社
団

法
人
」
へ
と
移
行
す
る
際
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
別
に
法
的
な
不
備
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
条
項
に
よ
っ
て

は
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
約
半
世
紀
以
前
の
旧
「
社
団

法
人
」
設
立
時
に
定
め
ら
れ
た
内
容
・
文
言
を
そ
の

ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
と
い
う
部
分
も
若
干
残
さ
れ

て
い
る
た
め
に
、
現
在
の
法
人
運
営
の
実
態
に
は
そ

ぐ
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
や
、
今
で
は
あ

ま
り
一
般
的
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
語
句
の
使
用
が

見
受
け
ら
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
今
回
の
「
変
更
」

と
は
、
そ
う
し
た
部
分
に
手
直
し
を
加
え
、
現
在
あ

る
い
は
今
後
の
会
の
運
営
に
際
し
て
、
で
き
る
だ
け

違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
の
少
な
い
も
の
へ
と
改
め
よ

う
と
す
る
試
み
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

 

以
下
、
紙
数
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
ま

で
に
そ
の
実
例
を
二
つ
だ
け
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
そ
の
一
つ
は
、
旧
定
款
の
場
合
、「
正
会
員
」

と
な
る
資
格
の
所
有
者
、
つ
ま
り
プ
ロ
の
演
奏
家
に

つ
い
て
の
呼
び
方
と
し
て
、「
専
門
技
芸
士
」
と
い
う

名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ

う
な
言
い
方
が
芸
能
の
分
野
で
実
際
に
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
辞
書
な
ど
か
ら

も
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
少
な
く
と
も
、
今
で
は
全
く

見
か
け
る
こ
と
の
な
い
言
葉
の
よ
う
な
の
で
、
今
回
、

文
楽
の
三
業
の
事
例
に
倣
っ
て
「
技
芸
員
」
と
改
め

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。（
因
み
に
、
こ
の
呼
称
は

か
な
り
早
く
か
ら
宝
塚
歌
劇
で
使
わ
れ
始
め
、
次
に

文
楽
で
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
道
に
詳

し
い
人
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
） 

ま
た
他
の
一
つ
は
、
総
会
の
開
催
を
、
従
来
の 

「
五
月
」
か
ら
「
六
月
」
へ
と
変
更
し
た
点
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
毎
年
事
務
局
を
悩
ま
せ
て
い

た
決
算
報
告
書
そ
の
他
の
作
成
日
程
に
、
幾
ら
か
の

余
裕
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
総
会

で
は
、
理
事
の
改
選
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は

別
項
で
御
報
告
し
て
い
る
通
り
で
す
。
な
お
、
僭
越

で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
長
は
引
き
続
き
私
が
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず

至
ら
ぬ
所
が
多
い
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
理
事
・

監
事
の
方
々
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
協
会
の
発
展

の
た
め
に
努
め
る
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
同
様
の
ご
助
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 
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平
成
三
十
年
度
通
常
総
会
と 

役
員
改
選
報
告 

 

左
記
の
通
り
平
成
三
十
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

期
日
：
五
月
二
七
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
か
ら
十

五
時
三
十
分 

会
場
：
Ｔ
Ｋ
Ｐ
神
田
駅
前
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議

室 

第
一
号
議
案 

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
に
関
す

る
件 

第
二
号
議
案 

平
成
二
十
九
年
度
決
算
報
告
に
関
す

る
件 

第
三
号
議
案 

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
案
に
関
す

る
件 

第
四
号
議
案 

平
成
三
十
年
度
収
支
予
算
案
に
関
す

る
件 

第
五
号
議
案 

平
成
三
十
年
役
員
改
選
に
関
す
る
件 

第
六
号
議
案 

定
款
変
更
に
関
す
る
件 

 

総
会
に
先
立
ち
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
立
会
い
の

も
と
、
役
員
（
理
事
）
選
出
の
た
め
の
投
票
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
選
出
・
選
任
さ
れ
た
理
事
七
名
と
任
期

内
の
監
事
二
名
に
よ
り
、
今
後
二
年
間
の
協
会
運
営

が
行
わ
れ
ま
す
。 

 〈
役
職
別
五
十
音
順
〉 

代
表
理
事
（
会
長
） 

原 

道
生 

理
事 

 
 

 
 

 
 

上
田
悦
子
（
竹
本
駒
之
助
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
橋
孝
子
（
竹
本
越
孝
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

立
花
繭
子
（
鶴
澤
津
賀
寿
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西
野
宗
祐
（
竹
本
弥
乃
太
夫
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

丸
山
あ
か
ね
（
鶴
澤
寛
也
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

柳
瀬
信
吾
（
竹
本
葵
太
夫
） 

監
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

児
玉 

信 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

矢
内
賢
二 

 

義
太
夫
教
室 

七
十
期
か
ら
七
一
期
へ 

平
成
二
九
年
度
、
義
太
夫
教
室
は
第
七
十
期
と
い

う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
三
月
十
日
（
土
）
に
は
深

川
江
戸
資
料
館
で
卒
業
発
表
会
・
Ｏ
Ｂ
演
奏
会
を
開

催
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
「
義
太
夫
教
室
七
十
周
年
記

念
」
冊
子
も
発
行
（
下
記
参
照
）
。
会
場
で
早
速
熟
読

さ
れ
る
お
客
様
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

幕
間
に
は
第
一
期
生
・
竹
本
弥
乃
太
夫
と
第
七
期

生
・
菅
野
昌
行
氏
の
義
太
夫
界
へ
の
長
年
の
貢
献
を

称
え
る
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
大
先
輩
の
晴
れ
姿

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

三
月
十
七
日
に
修
了
式
を
迎
え
た
七
十
期
生
。
こ

れ
か
ら
も
義
太
夫
節
と
の
良
き
ご
縁
が
続
く
こ
と
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
二
月
十
二
日
（
月
・
祝
）
・
四
月
二
一
日

（
土
）
の
一
日
体
験
教
室
を
経
て
、
五
月
二
六
日
（
土
）

に
は
第
七
十
一
期
が
ス
タ
ー
ト
。
講
義
と
実
技
の
両

方
が
楽
し
め
る
入
門
コ
ー
ス
か
ら
、
九
月
に
は
実
技

に
重
点
を
置
く
実
践
コ
ー
ス
に
入
り
ま
す
。
お
申
し

込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
義
太
夫
協
会
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。 

「
義
太
夫
教
室
七
十
周
年
記
念
」 

冊
子
刊
行
事
業 

 

昭
和
二
三
年
に
発
足
し
た
義
太
夫
教
室
が
平
成
三

十
年
に
七
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
普
及
部
事

業
の
一
環
と
し
て
、
記
念
冊
子
の
刊
行
が
企
画
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
二
八
年
の
夏
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
普
及
部
よ
り
竹
本
越
若
・
竹

本
素
丸
、
応
援
メ
ン
バ
ー
と
し
て
鶴
澤
弥
々
・
竹
本

越
里
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
組
版
・
デ
ザ
イ
ン
か
ら
印
刷
ま
で
を
株
式

会
社
精
興
社
に
依
頼
し
、
プ
ロ
の
手
に
よ
っ
て
美
し

い
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
邦
楽
振
興
基
金
か
ら

の
助
成
に
よ
り
、
そ
の
費
用
を
捻
出
で
き
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
、
平
成
三
十
年
三
月
に
記
念
冊
子
「
義

太
夫
教
室
七
十
周
年
記
念
」
が
完
成
。
上
段
記
事
の

と
お
り
、
卒
業
発
表
会
・
Ｏ
Ｂ
演
奏
会
に
て
皆
様
の

お
目
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
執
筆
者
・

関
係
者
各
位
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

内
容
面
で
は
、
当
初
は
「
義
太
夫
教
室
の
歴
史
」

に
関
す
る
記
事
を
中
心
と
し
た
構
成
を
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
調
査
・
執
筆
に
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
協
会
保
存
の
資
料
及
び
、
寄
贈
さ
れ
た
義
太

夫
教
室
生
み
の
親
・
豊
竹
湊
太
夫
氏
の
遺
品
、
ま
た

第
一
期
生
・
竹
本
弥
乃
太
夫
の
ア
ル
バ
ム
な
ど
か
ら
、

「
資
料
館
」
と
い
う
形
で
ま
と
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

以
前
に
竹
本
素
丸
が
作
成
し
て
い
た
「
義
太
夫
教
室

年
表
」
を
、
補
完
の
上
、
掲
載
し
ま
し
た
。
「
歴
史
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
百
周
年
に
向
け
て
残
さ
れ
た
課

題
と
な
り
ま
す
。 
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「
歴
史
」
の
代
わ
り
に
中
心
的
記
事
と
な
っ
た
の

は
、「
義
太
夫
教
室
の
思
い
出
」
で
す
。
こ
れ
は
、
教

室
各
期
か
ら
一
名
の
卒
業
生
に
お
願
い
し
て
、
当
時

の
思
い
出
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
皆

さ
ん
大
変
生
き
生
き
と
各
期
の
教
室
の
様
子
を
書
い

て
く
だ
さ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
関
係
各
所
か
ら
も
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
特
に

初
期
を
中
心
に
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
編
集
作

業
上
の
手
違
い
な
ど
も
あ
っ
て
、
掲
載
で
き
て
い
な

い
期
も
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

左
記
に
、
そ
の
う
ち
の
二
期
分
の
「
義
太
夫
教
室

の
思
い
出
」
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、
特
に

未
掲
載
の
期
の
卒
業
生
の
方
で
、
思
い
出
を
お
寄
せ

い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
協
会
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

（
竹
本
越
里
） 

「
義
太
夫
教
室
の
思
い
出
」 

◆
五
二
期 

島
崎
敏
樹 

義
太
夫
教
室
に
通
っ
て
い
た
の
は
十
七
年
ぐ
ら

い
前
。
卒
業
後
、 

数
年
間
は
稽
古
を
続
け
て
い
ま
し

た
が
、 

気
づ
い
た
らⅩ

年
以
上
お
休
み
状
態
。
教
室

の
記
憶
が
ほ
ぼ
無
い
の
で
、 

何
か
手
掛
か
り
が
な
い

か
と
昔
の
メ
ー
ル
を
検
索
し
て
み
た
ら
、 

義
太
夫
教

室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
始
ま
っ
た
年
で
、 

そ
こ
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
義
太
夫
教
室
日
記
の
原
稿
が
出
て
き

ま
し
た
。 

そ
れ
に
よ
る
と
先
生
方
は
義
太
夫
の
基
本

の
キ
を
叩
き
込
も
う
と
奮
闘
さ
れ
て
い
た
模
様
。
女

義
や
文
楽
を
聴
い
て
い
る
と
き
、 

そ
の
薫
陶
が
役
に

立
っ
て
い
る
。
か
も
。 

◆
六
八
期 

小
関
知
子 

二
年
前
、
六
八
期
生
募
集
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
そ

の
年
六
八
歳
を
迎
え
る
私
に
は
、
何
か
ご
縁
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
、
す
ぐ
に
申
し
込
み
ま
し
た
。
若
い

方
々
と
一
緒
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
喜
び
で
、

赤
坂
の
豊
川
稲
荷
に
通
う
日
々
は
、
充
実
し
た
一
年

で
し
た
。
太
棹
に
も
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
体

験
教
室
で
二
時
間
三
味
線
を
持
っ
た
だ
け
で
、
首
か

ら
肩
に
掛
け
て
の
筋
肉
痛
で
、
腕
が
上
げ
ら
れ
な
く

な
り
、
断
念
し
ま
し
た
。
も
っ
と
若
い
頃
習
え
ば
よ

か
っ
た
！ 

 

義
太
夫
は
本
当
に
奥
が
深
く
「
一
曲
上
げ
ま
し
た
」

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
月
一
回
の

ペ
ー
ス
で
、
竹
本
越
孝
先
生
の
元
で
お
稽
古
を
続
け

て
い
ま
す
。
私
と
同
じ
年
の
義
太
夫
教
室
の
Ｏ
Ｂ
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
お
仲
間
に
加
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

二
月
公
演 

伝
承
研
修
発
表
会 

「
絵
本
太
功
記
」 

 

平
成
二
九
年
度
二
月
の
伝
承
発
表
会
は
、
絵
本
太

功
記
よ
り
、
妙
心
寺
の
段
、
夕
顔
棚
の
段
、
尼
ヶ
崎

の
段
、
で
し
た
。 

夕
顔
棚
の
段
は
、
平
成
二
九
年
六
月
よ
り
月
一
回

（
合
計
十
回
）
豊
竹
嶋
太
夫
師
匠
に
お
稽
古
し
て
頂

き
、
発
表
し
ま
し
た
。 

 

私
が
入
会
し
て
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
長
い
時
間
を

か
け
て
一
つ
の
演
目
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
は
初
め

て
の
経
験
で
し
た
。
ま
た
、
定
例
公
演
で
若
手
だ
け

で
掛
合
い
を
す
る
こ
と
も
初
め
て
の
こ
と
で
、
と
て

も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

（
竹
本
綾
一
） 

初
心
者
の
た
め
の
レ
ク
チ
ャ
ー
公
演 

 

女
流
義
太
夫
定
期
公
演
で
は
、
初
め
て
お
越
し
い

た
だ
く
お
客
様
に
も
、
お
気
軽
に
公
演
を
お
楽
し
み

頂
け
る
よ
う
に
、
今
年
の
四
月
よ
り
「
初
心
者
で
も

義
太
夫
を
楽
し
め
る
レ
ク
チ
ャ
ー
」
を
始
め
ま
し
た
。 

開
演
の
三
十
分
前
か
ら
開
始
す
る
こ
の
試
み
は
、

ま
ず
は
今
年
度
三
回
、
四
・
七
・
十
一
月
に
行
い
ま

す
。
四
月
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
当
日
「
寺
子
屋
の
段
」

を
語
っ
た
竹
本
土
佐
恵
が
担
当
い
た
し
ま
し
た
。「
菅

原
伝
授
手
習
鑑
」
の
あ
ら
す
じ
以
外
に
も
、
当
日
演

奏
さ
れ
な
い
段
の
内
容
、
菅
原
道
真
公
と
雷
の
関
係

な
ど
の
話
に
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
耳
を
傾
け
て
下

さ
い
ま
し
た
。 

次
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
は
七
月
の
定
期
公
演
に
て
、

竹
本
越
京
が
担
当
い
た
し
ま
す
。 

 

（
鶴
澤
弥
々
） 

 五
月
公
演 

明
治
百
五
十
年 

 

平
成
三
十
年
が
明
治
百
五
十
年
に
当
た
る
こ
と
に

ち
な
み
、
本
年
の
定
期
公
演
で
は
二
回
に
わ
た
っ
て
、

明
治
期
に
作
ら
れ
た
義
太
夫
作
品
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。 

 

五
月
二
十
日
（
日
）
に
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
公
演
で
は
、
明
治
期
の
代
表
作
の
一
つ
「
良
弁

杉
由
来
」
よ
り
「
桜
の
宮
物
狂
い
の
段
」「
二
月
堂
の

段
」
を
上
演
。
ま
た
、
古
典
芸
能
解
説
者
の
葛
西
聖

司
氏
を
迎
え
、
演
目
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
す
が
の
語
り
口
に
、
お
客
様
も
引

き
込
ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
で
し
た
。 

「
明
治
百
五
十
年Ⅱ

」
は
、
七
月
二
十
日
の
お
江

戸
日
本
橋
亭
で
の
公
演
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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「
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
竹
本
駒
之
助
公
演
」 

全
記
録 

神
津 

武
男 

 

Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
（
横
浜
市
中
区
）
主

催
の
、「
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
竹
本
駒
之
助
公
演
」
が
十
回
を
以

て
終
了
し
た
。
以
下
に
、
曲
目
・
公
演
日
を
列
挙
す

る
。 

 

①
二
〇
一
三
年
十
一
月
一
日
（
金
）
二
日
（
土
） 

『
和
田
合
戦
女
舞
鶴
』
三
段
目
ノ
切
「
市
若
丸
初
陣
」 

②
二
〇
一
四
年
二
月
一
日
（
土
）
二
日
（
日
） 

『
太
平
記
忠
臣
講
釈
』
七
段
目
「
書
置
段
」 

③
同
年
十
月
二
六
日
（
日
）
二
十
七
日
（
月
） 

『
恨
鮫
鞘
』
「
無
筆
書
置
の
段
」 

④
二
〇
一
五
年
二
月
二
一
日
（
土
）
二
二
日
（
日
） 

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
九
段
目
切
「
山
科
隠
家
の
段
」 

⑤
同
年
十
月
三
一
日
（
土
）
十
一
月
一
日
（
日
） 

『
鎌
倉
三
代
記
』
八
ツ
目
切
「
三
浦
別
の
段
」 

⑥
二
〇
一
六
年
二
月
二
七
日
（
土
）
二
十
八
日
（
日
）

『
日
蓮
聖
人
御
法
海
』
三
段
目
切
「
勘
作
住
家
段
」 

⑦
同
年
九
月
二
二
日
（
木
祝
）
二
三
日
（
金
） 

『
摂
州
合
邦
辻
』
下
の
巻
ノ
切
「
合
邦
内
の
段
」 

⑧
二
〇
一
七
年
三
月
五
日
（
日
）
六
日
（
月
） 

『
一
谷
嫰
軍
記
』
三
段
目
切
「
熊
谷
陣
屋
段
」 

⑨
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
三
日
（
土
）
二
四
日
（
日
） 

『
奥
州
安
達
原
』
三
段
目
切
「
袖
萩
祭
文
の
段
」 

⑩
二
〇
一
八
年
二
月
二
四
日
（
土
）
二
五
日
（
日
） 

『
義
経
千
本
桜
』
三
段
目
切
「
す
し
や
の
段
」 

 

 

太
夫
は
竹
本
駒
之
助
師
、
三
味
線
は
鶴
澤
津
賀
寿

師
。
①
⑧
が
中
ス
タ
ジ
オ
、
ほ
か
は
大
ス
タ
ジ
オ
を

会
場
と
し
た
が
、
本
公
演
用
に
特
製
さ
れ
た
舞
台
・

客
席
装
置
は
毎
回
変
わ
ら
ず
、
低
く
設
え
ら
れ
た
張

り
出
し
の
浄
瑠
璃
床
・
舞
台
を
、
摺
鉢
状
の
階
段
式

の
客
席
が
百
八
十
度
取
り
囲
ん
だ
形
。
駒
之
助
・
津

賀
寿
両
師
の
濃
密
な
演
奏
が
、
毎
回
客
席
を
圧
し
た
。 

 

義
太
夫
節
全
曲
中
の
頂
点
「
山
科
隠
家
」
、
そ
し
て

①
⑥
⑧
⑨
⑩
の
三
段
目
切
は
、
い
ず
れ
も
人
情
浄
瑠

璃
芝
居
の
格
式
で
い
え
ば
紋
下
太
夫
の
担
う
曲
。
①

～
⑩
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
広
さ
と
と
も
に
、
し
か
も

割
ら
ず
に
丸
一
段
で
語
り
切
っ
た
太
夫
は
、
昭
和
・

平
成
の
世
竹
本
駒
之
助
た
ン
だ
一
人
。
男
性
で
あ
る

な
ら
ば
、
紋
下
と
な
っ
た
藝
だ
と
信
じ
る
。 

 

ま
た
同
じ
く
こ
れ
を
分
割
せ
ず
に
丸
一
段
で
弾
き

切
っ
た
三
味
線
弾
き
も
、
昭
和
・
平
成
の
世
に
鶴
澤

津
賀
寿
た
だ
一
人
と
思
う
。
説
得
力
に
富
む
音
色
の

上
に
、
こ
の
ひ
と
は
掛
け
声
の
名
手
で
も
あ
っ
て
、

そ
の
古
風
さ
は
稀
少
で
あ
る
。
約(

つづ)

ま
る
と
こ
ろ
、

い
ま
こ
の
世
界
に
竹
本
駒
之
助
師
・
鶴
澤
津
賀
寿
師

の
師
弟
あ
れ
ば
こ
そ
実
現
可
能
な
会
で
あ
っ
た
。 

 

筆
者
は
毎
回
解
説
・
配
布
資
料
の
作
成
を
担
っ
た

が
、
各
曲
の
来
歴
を
調
べ
直
す
機
会
と
な
り
、
毎
回

新
し
い
気
付
き
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
研
究
者
冥

利
に
尽
き
る
思
い
で
、
駒
之
助
師
・
津
賀
寿
師
へ
深

甚
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。 

 

Ｋ
Ａ
Ａ
Ｔ
神
奈
川
芸
術
劇
場
の
真
野
純
館
長
、
制

作
の
石
井
宏
美
氏
を
始
め
と
す
る
関
係
者
各
位
の
尽

力
に
拠
っ
て
、
こ
の
歴
史
的
な
公
演
シ
リ
ー
ズ
が
実

現
で
き
た
こ
と
を
末
世
の
記
録
に
留
め
た
い
。 

三
カ
所
の
義
太
夫
節
、
大
同
団
結
！ 

伝
統
芸
能
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

小
野
木 

豊
昭 

 

徳
島
県
が
、
地
域
の
文
化
資
産
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
そ
の
価
値
の
再
認
識
と
全
国
へ
の
発
信
を
目
的

と
し
た
「
Ａ
Ｗ
Ａ
伝
統
芸
能
創
造
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
主
催
：
公
財
・
徳
島
県
文
化
振
興
財
団
）
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
現
在
で
も
県
内
各
所
の
農
村
舞
台
で

は
人
形
浄
瑠
璃
が
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、
各
地
域
の

求
心
力
と
し
て
、
ま
た
徳
島
県
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
し
て
の
存
在
感
は
既
に
稀
薄
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
中
、
二
月
四
日
、
あ
わ
ぎ

ん
ホ
ー
ル
（
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
）
で
「
新
演
出

魁(

さ
き

が
け)

浄
瑠
璃 

る
り
ゐ
ろ
絵
巻
」
と
い
う
公
演
を

行
っ
た
。
県
内
で
は
い
わ
ゆ
る
〝
あ
わ
な
る
〟
（
傾

城
阿
波
の
鳴
門
）
の
上
演
は
恒
常
的
で
は
あ
る
が
、

主
催
財
団
か
ら
は
趣
旨
に
沿
っ
た
新
鮮
な
企
画
立
案

が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
音
曲
の
司
た
る
義
太
夫

節
そ
の
も
の
を
主
役
に
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

と
し
て
新
演
出
で
魅
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 

第
一
部
は
、
人
形
浄
瑠
璃
に
造
詣
の
深
い
直
木
賞

作
家
・
三
浦
し
を
ん
氏
と
お
馴
染
み
の
古
典
芸
能
解

説
者
・
葛
西
聖
司
氏
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
で
大

い
に
客
席
を
温
め
て
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
第
二
部

で
は
、
浄
瑠
璃
と
映
像
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

試
み
た
。
『
義
経
千
本
桜
』
「
す
し
屋
の
段
」
よ
り
大

阪
の
竹
本
住
蝶
、
豊
澤
住
輔
に
よ
る
素
浄
瑠
璃
、『
一

谷
嫩
軍
記
』「
組
討
の
段
」
を
阿
波
路
会
・
竹
本
友
和

嘉
、
鶴
澤
友
勇
と
淡
路
人
形
座
に
よ
る
人
形
浄
瑠
璃
、

そ
し
て
「
熊
谷
陣
屋
の
段
」
よ
り
東
京
の
竹
本
越
若
、

鶴
澤
津
賀
寿
に
よ
る
素
浄
瑠
璃
を
リ
レ
ー
形
式
に
綴
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り
、
各
浄
瑠
璃
の
間
に
「
義
経
が
真
相
を
語
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
映
像
」
が
挿
入
さ
れ
る
…
あ
た
か
も
歴
史

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
て
い
る
よ
う
な
構
成
で
あ

る
。
今
回
は
時
代
物
浄
瑠
璃
を
と
り
上
げ
、
お
馴
染

み
の
源
義
経
の
人
間
像
を
浮
き
彫
り
に
し
つ
つ
義
太

夫
節
の
本
質
と
面
白
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
意
図
を
、

監
修
を
お
願
い
し
た
新
進
気
鋭
の
演
劇
研
究
者
・
日

置
貴
之
氏
（
白
百
合
女
子
大
学
准
教
授
）
が
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
で
彩
っ
て
下
さ
っ
た
。 

数
多
く
の
芸
能
を
支
え
、
ま
た
自
ら
も
主
役
と
し

て
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
義
太
夫
節
が
今
直
面

し
て
い
る
状
況
に
、
大
阪
、
徳
島
・
淡
路
、
そ
し
て

東
京
、
プ
ロ
の
義
太
夫
節
演
奏
家
が
〝
明
る
く
〟
大

同
団
結
し
て
向
き
合
う
姿
勢
に
接
し
、
こ
う
し
た
試

み
の
機
会
創
出
こ
そ
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
た

次
第
で
あ
る
。 

 

復
活
上
演
「
播
州
皿
屋
舗
」 

 

私
が
所
属
す
る
淡
路
人
形
座
で
は
平
成
二
一
年
度

か
ら
年
に
一
度
、
上
演
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
人
形

浄
瑠
璃
の
復
活
上
演
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
で

ち
ょ
う
ど
十
作
品
目
に
な
り
ま
す
。 

 

そ
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
播
州
皿
屋
舗
」
は
お

菊
の
幽
霊
が
登
場
す
る
「
青
山
館
の
段
」
が
近
代
ま

で
伝
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
文
楽
で
は
昭
和
七
年

の
興
行
を
最
後
に
、
又
、
淡
路
で
は
お
そ
ら
く
昭
和

十
年
頃
に
は
上
演
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。 

 

淡
路
の
人
形
座
で
は
こ
の
「
青
山
館
」
と
と
も
に

淡
路
の
座
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
早
替
り
場
面
「
忠

太
物
狂
の
段
」
の
上
演
が
定
着
し
て
い
て
忠
太
と
お

菊
幽
霊
二
役
の
早
替
り
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
、
燈

籠
抜
け
や
窓
抜
け
と
い
っ
た
ケ
レ
ン
の
芸
が
駆
使
さ

れ
、
上
演
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

こ
の
早
替
り
の
場
面
の
床
本
（
兵
庫
県
立
歴
史
博

物
館
所
蔵
、
淡
路
源
之
丞
座
旧
蔵
浄
瑠
璃
本
）
に
は

早
替
り
が
入
る
部
分
に
「
カ
ワ
ル 

お
菊
ニ
ナ
ル
」

と
い
う
よ
う
な
注
記
も
あ
っ
て
十
回
以
上
の
早
替
り

の
指
示
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
本
を
も
と
に
大
阪
市
立
大
学
教
授
・
久
堀
裕

朗
氏
の
ご
協
力
を
得
て
復
活
し
、
今
年
の
上
半
期
に

淡
路
、
加
西
市
、
姫
路
市
な
ど
で
再
演
し
て
お
り
ま

す
。 私

は
二
世
鶴
澤
清
八
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
朱
入
り

浄
瑠
璃
本
を
参
考
に
補
曲
、
同
座
の
鶴
澤
友
吉
が
「
忠

太
物
狂
の
段
」
の
作
曲
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
毎
年
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

せ
っ
か
く
復
活
さ
せ
た
こ
の
演
目
を
ま
た
途
絶
え
て

し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
又
、
淡
路
の
座
独
特
の
面
白
い
演
出
、

例
え
ば
忠
臣
蔵
の
討
ち
入
り
の
場
面
で
勘
平
が
幽
霊

と
な
り
、
一
緒
に

討
ち
入
り
を
果
た

し
た
り
す
る
演
出

を
復
活
上
演
し
て

み
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

淡
路
の
座
の
特

徴
、
首(

か
し

ら

)

が
大

き
い
、
ケ
レ
ン
味

が
あ
る
、
女
性
も

活
躍
で
き
る
座
で

あ
る
、
こ
れ
ら
の

こ
と
を
大
切
に
、

次
の
世
代
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
鶴
澤
友
勇
） 

明るく大同団結！ 



（2018.7.15）            義太夫協会会報 第 107 号 

- 6 - 

竹
本
駒
之
助 

南
あ
わ
じ
市
名
誉
市
民
に
選
定 

平
成
三
十
年
三
月
七
日
、
南
あ
わ
じ
市
市
福
永
出

身
の
竹
本
駒
之
助
が
、
南
あ
わ
じ
市
名
誉
市
民
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。 

市
に
よ
る
紹
介
文
で
は
、
人
間
国
宝
認
定
や
文
化

功
労
者
に
選
出
さ
れ
る
な
ど
の
、
芸
術
文
化
分
野
で

の
高
い
評
価
の
ほ
か
、
東
京
で
の
義
太
夫
協
会
定
期

公
演
に
淡
路
人
形
座
の
座
員
を
招
聘
す
る
な
ど
、
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
の
継
承
と
発
展
へ
の
貢
献
も
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
称
号
授
与
式
及
び
演
奏
会
が
、
七
月
十
八

日
に
南
あ
わ
じ
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
芸
術
選
奨 

歌
手
の
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
が
、
平
成
二
九
年
度

（
第
六
八
回
）
文
化
庁
芸
術
選
奨
大
衆
芸
能
部
門
で
、

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

贈
賞
理
由
に
は
、
『
（
略
）
昨
年
の
芸
能
生
活
四
五

周
年
の
節
目
に
催
さ
れ
た
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、

太
鼓
芸
能
集
団
「
鼓
童
」
や
邦
楽
奏
者
ら
を
多
数
迎

え
、
自
ら
も
義
太
夫
を
語
り
な
が
ら
、
歌
手
と
し
て

の
「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
を
凝
縮
し
て
見

せ
た
（
略
）
』
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
演
奏
さ
れ
た
新
作
義
太
夫

「
石
川
さ
ゆ
り
誕
生
奇
譚
」（
Ｇ
２
作
詞
）
は
、
竹
本

駒
之
助
が
語
り
を
指
導
。
作
曲
・
三
味
線
演
奏
は
鶴

澤
寛
也
、
口
上
（
録
音
）
は
竹
本
京
之
助
が
つ
と
め

ま
し
た
。 

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
鶴
澤
寛
也
） 

国
際
基
督
教
大
学
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー 

国
際
基
督
教
大
学
准
教
授

義
太
夫
協
会
理
事 

 

矢
内 

賢
二 

 

国
際
基
督
教
大
学
の
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
「
日
本
伝

統
芸
能
の
世
界
」
。
一
昨
年
・
昨
年
に
続
い
て
、
今
年

も
六
月
七
日
に
竹
本
越
孝
さ
ん
、
鶴
澤
寛
也
さ
ん
に

ご
出
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
義
太
夫
節
と
の
出
会
い
、
プ
ロ
に
な
る
ま
で

の
い
き
さ
つ
な
ど
を
拝
聴
。
伝
統
芸
能
な
ど
自
分
と

は
縁
の
な
い
世
界
の
も
の
と
思
っ
て
い
た
学
生
た
ち

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
興
味
や
偶
然
の
ご
縁
を
き
っ
か

け
に
芸
の
道
に
進
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
お
二
人
の

お
話
に
大
い
に
驚
い
た
よ
う
で
す
。 

続
い
て
は
舞
台
に
上
が
っ
た
数
名
の
学
生
が
「
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
「
裏
門
の
段
」
の
語
り
に
挑
戦
。

初
め
は
う
つ
む
い
て

恐
る
恐
る
で
し
た
が
、

次
第
に
体
が
温
ま
っ

て
く
る
と
、
百
五
十

名
余
り
の
学
生
・
お

客
様
と
と
も
に
「
砕

け
よ
破
れ
よ
と
」「
大

音
声
」
。
越
孝
さ
ん
と

寛
也
さ
ん
の
絶
妙
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
ご
指
導
に
よ

っ
て
、
多
く
の
若
者

が
義
太
夫
節
と
の
幸

福
な
出
会
い
を
果
た

し
ま
し
た
。 

神
楽
坂
つ
な
し
ょ
う
テ
ラ
ス 

記
念
碑
設
置 

会
報
第
百
四
号
に
て

お
伝
え
致
し
ま
し
た
東

京
・
神
楽
坂
の
「
神
楽

坂
つ
な
し
ょ
う
テ
ラ
ス
」

に
一
月
、「
竹
本
綱
昇
ゆ

か
り
の
地
」
の
記
念
碑

が

設
置

さ

れ

ま

し

た

（
右
図
）
。
所
在
地
は
東
京
都
新
宿
区
神
楽
坂
四
―
三

―
十
一
、
毘
沙
門
天
近
く
の
路
地
の
奥
に
あ
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
っ
て
い
る
き

れ
い
な
ビ
ル
で
す
。
お
近
く
に
お
出
か
け
の
際
は
、

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

シ
リ
ー
ズ
人
物
像 

第
三
回 

丸
三
ハ
シ
モ
ト
株
式
会
社
㈡ 

 

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
和
楽
器
糸
の
製

造
会
社
「
丸
三
ハ
シ
モ
ト
株
式
会
社
」
。
今
年
三
月
に

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
に
っ
ぽ
ん
の
芸
能
」
で
放
映
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
再
び
滋
賀
県
長
浜
市
木
之
本
町
を
お
訪

ね
し
ま
し
た
。 

「
石
田
ひ
か
り
さ
ん
に
は
、
『
独
楽
撚(

こ
ま

よ

)

り
』
と

い
う
作
業
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」
こ
れ
は

繭
糸(

け
ん

し

)

の
端
を
独
楽
に
括(

くく)

り
、
独
楽
を
回
し

て
糸
を
撚
る
作
業
。
上
手
に
回
さ
な
い
と
仕
上
が
り

に
ム
ラ
が
出
来
て
し
ま
い
ま
す
。「
力
加
減
が
難
し
い

の
で
す
が
、
初
体
験
な
の
に
お
上
手
で
し
た
よ
。
」 
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番
組
で
は
木
之
本
の
「
桑
酒
」
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、「
近
所
の
老
舗
の
酒
屋
さ
ん
が
素
敵
だ
と

い
う
こ
と
で
急
遽
そ
の
場
で
撮
影
が
決
ま
り
ま
し

た
」
。 

 

さ
っ
そ
く
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
創
業
、
日

本
で
五
番
目
に
古
い
酒
蔵
を
持
つ
「
山
路
酒
造
」
も

ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
桑
酒
は
米
と
麹
と
桑
の

葉
を
焼
酎
に
漬
け
、
み
り
ん
製
造
の
手
法
で
作
ら
れ

る
一
四
〜
五
度
の
お
酒
。
ほ
ん
の
り
葉
の
香
り
の
す

る
甘
め
の
桑
酒
を
島
崎
藤
村
は
こ
よ
な
く
愛
し
、
何

度
も
注
文
す
る
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

絹
糸
の
生
産
に
欠
か
せ
な
い
桑
と
綺
麗
な
水
、
そ

し
て
北
国
街
道
の
旅
人
が
嗜
ん
だ
桑
酒
。
街
道
沿
い

の
町
、
木

之
本
の
新

た
な
魅
力

に
触
れ
る

こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
鶴
澤 

三
寿
々
） 

      

    

ほ
ん
に
気
が
メ
～
リ
ヤ
ス 

（ 

二
一 

杯
目
） 

 

年
二
回
発
行
の
こ
の
会
報
の
た
め
の
原
稿
、
お
話

を
頂
く
度
に
何
杯
目
（
何
回
目
）
か
を
打
ち
直
し
て

か
ら
取
り
掛
か
り
ま
す
。 

途
中
幾
度
か
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
既
に
十
年
を
超
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
本
当
に
メ
リ
ヤ
ス
を
こ
の
杯
数
弾
く

と
し
た
ら
、
と
う
に
数
え
る
の
を
放
棄
し
て
い
る
は

ず
で
す
が
、
こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
文
章
を
書
き
続
け

る
自
分
と
、
そ
れ
に
お
付
き
合
い
下
さ
る
皆
々
様
に

は
、
ほ
と
ほ
と
感
心
…
失
礼
し
ま
し
た
、
皆
様
に
は

大
変
「
感
謝
」
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
先
日
、
ご
縁
あ
り
ま
し
て
、
立
川
志
の
輔

師
匠
の
落
語
会
の
お
手
伝
い
～
と
申
し
ま
し
て
も
、

録
音
で
、
し
か
も
本
当
に
数
秒
み
た
い
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
～
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
時
の
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

師
匠
が
得
意
と
さ
れ
て
い
る
『
中
村
仲
蔵
』
。 

こ
の
会
報
を
ご
覧
に
な
る
方
や
、
落
語
に
精
通
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
々
様
は
「
よ
く
ご
存
じ
」
か
も

し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
の
ネ
タ
を
理
解
す
る
の

に
必
要
な
知
識
～
歌
舞
伎
俳
優
さ
ん
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ

ー
に
つ
い
て
の
理
解
や
、
斧
定
九
郎
と
い
う
役
ど
こ

ろ
が
、
仲
蔵
以
前
は
ど
の
よ
う
な
扱
い
だ
っ
た
か
位

は
、
ネ
タ
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
ま
す
が
～
を
、
そ
れ

こ
そ
師
匠
の
名
司
会
ぶ
り
で
続
い
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

番
組
よ
ろ
し
く
、
な
る
ほ
ど
と
ガ
ッ
テ
ン
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
こ
と
で
、
ネ
タ
の
前
に
『
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
』
全
編
（
全
段
）
の
解
説
を
、
時
折
芝
居
や
台

詞
を
交
え
、
舞
台
上
に
芝
居
絵
な
ど
を
投
影
し
な
が

ら
な
さ
る
、
と
い
う
の
を
複
数
年
続
け
て
お
ら
れ
る

志
の
輔
師
匠
、
今
年
は
記
念
す
べ
き
十
年
目
と
い
う

こ
と
で
、
ご
自
身
が
俳
優
に
な
っ
た
体
で
演
じ
ら
れ

る
部
分
に
、
義
太
夫
三
味
線
の
音
を
入
れ
て
み
よ
う
、

と
い
う
ご
提
案
で
し
た
。 

具
体
的
に
は
四
段
目
判
官
切
腹
で
の
「
カ
ラ
ニ
」

を
、
そ
れ
ま
で
師
匠
ご
自
身
が
「
ベ
ー
ン
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
本
当
の
義
太
夫
の
音
を

入
れ
て
み
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
昨
年
の

会
で
演
じ
て
お
ら
れ
る
ビ
デ
オ
を
拝
見
し
ま
す
と
、

九
寸
五
分
を
載
せ
た
三
方
を
前
に
す
る
塩
冶
判
官
を

演
じ
る
志
の
輔
師
匠
が
、
上
手
か
ら
義
太
夫
三
味
線

の
音
が
ベ
ー
ン
、
ベ
ー
ン
と
同
じ
間
で
聞
こ
え
て
く

る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
仰
せ
で
し
た
。 

我
々
の
方
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
芝
居
の
き
っ
か

け
と
い
う
か
、
動
き
や
思
い
入
れ
に
合
う
よ
う
に
弾

い
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
、
実
は
あ
の
カ
ラ
ニ
と
い

う
の
は
、
台
に
足
を
か
け
た
と
き
と
か
、
向
こ
う
を

見
込
ん
だ
時
と
か
に
弾
い
て
お
り
ま
す
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
ご
説
明
し
た
う
え
で
、
既
に
形
の
決
ま
っ

て
い
る
師
匠
の
塩
冶
判
官
と
力
弥
に
合
う
よ
う
な
カ

ラ
ニ
を
録
音
し
、
音
響
さ
ん
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。 

も
し
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
か
何
か
で
、
実
際
の
四

段
目
の
カ
ラ
ニ
の
間
隔
を
計
っ
た
ら
、
き
っ
と
「
等

間
隔
」
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
意
味
で
は
「
同
じ
間
」
で
は
な
い
の
で
す
が
、

そ
こ
は
さ
す
が
の
志
の
輔
師
匠
、
前
述
の
よ
う
な
説

右：山路酒造 

上：桑酒 
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明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、
あ
あ
な
る
ほ
ど
、
そ
う

い
え
ば
そ
う
で
す
ね
、
と
納
得
し
て
い
た
だ
く
と
同

時
に
、
私
も
、
実
際
に
は
等
間
隔
で
な
く
て
も
、
感

覚
的
に
は
等
間
隔
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
（
漢
字
変
換

間
違
い
そ
う
で
す
）
つ
ま
り
、
あ
る
カ
ラ
ニ
の
演
奏

ポ
イ
ン
ト
か
ら
、
次
の
演
奏
ポ
イ
ン
ト
ま
で
は
、
息

を
詰
め
る
と
い
う
緊
張
感
が
漂
う
中
で
、
次
の
カ
ラ

ニ
が
入
っ
た
と
き
に
息
を
継
ぐ
、
つ
ま
り
「
ひ
と
息
」

と
い
う
決
ま
っ
た
間
に
芝
居
が
は
ま
っ
て
い
る
、
そ

の
意
味
で
は
「
同
じ
間
」
で
あ
る
わ
け
で
、
お
そ
ら

く
は
そ
う
し
た
所
を
師
匠
も
無
意
識
に
感
じ
取
ら
れ

て
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
さ
す
が
だ

な
あ
、
と
感
心
感
服
し
た
次
第
で
す
。 

で
、
本
番
に
も
ご
招
待
頂
き
ま
し
た
が
、
私
が
こ

れ
く
ら
い
の
間
が
よ
か
ろ
う
、
と
思
っ
て
録
音
し
た

音
は
、
少
々
師
匠
の
語
り
や
動
き
に
は
間
が
広
す
ぎ

た
よ
う
で
し
た
。 

そ
う
で
す
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
ま
し
た
。
以
前
当

欄
で
落
語
Ｔ
Ｈ
Ｅ
ム
ー
ビ
ー
の
話
を
し
ま
し
た
時
、

噺
家
さ
ん
の
語
り
口
に
合
わ
せ
て
口
パ
ク
で
芝
居
を

す
る
俳
優
さ
ん
を
見
る
と
、
と
て
も
早
口
で
し
ゃ
べ

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、
と
自
分
で
言
っ
て
い
た
、

そ
の
時
の
経
験
を
逆
に
し
て
生
か
す
べ
き
だ
っ
た
こ

と
を
。 

も
う
一
度
チ
ャ
ン
ス
を
頂
け
れ
ば
、
も
っ
と
寄
り

添
っ
た
音
が
入
れ
ら
れ
る
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。 

と
い
う
わ
け
で
、
他
ジ
ャ
ン
ル
と
の
方
と
の
交
流
の

中
で
発
見
し
た
、
間
の
間
隔
の
感
覚
的
な
違
い
に
関

す
る
私
の
勘
違
い
の
お
話
で
し
た
。 

（
頭
と
目
が
チ
カ
チ
カ
し
て
き
ま
し
た
…
） 

（
歌
舞
伎
義
太
夫
三
味
線 

鶴
澤
慎
治
） 

【
訃
報
】 

佐
佐
木
鍾
三
郎
氏
（
元
義
太
夫
協
会
監
事
） 

 

平
成
二
九
年
九
月
十
九
日
ご
逝
去
。
享
年
九
四
歳
。

（
ご
遺
族
の
ご
意
向
に
よ
り
正
式
な
ご
連
絡
は
頂
戴

い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
） 

 

国
文
学
の
研
究
者
、
教
育
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

傍
ら
、
長
年
に
わ
た
り
義
太
夫
協
会
の
運
営
に
携
わ

ら
れ
、
義
太
夫
教
室
の
講
師
と
し
て
も
後
進
育
成
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
こ

に
謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

竹
本
住
太
夫
師
匠 

 

四
月
二
十
八
日
、
文
楽
の
文
化
勲
章
受
章
者
、
人

間
国
宝
の
竹
本
住
太
夫
お
師
匠
様
が
、
肺
炎
の
た
め

九
三
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

大
阪
の
正
会
員
は
、
お
稽
古
な
ど
で
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。 

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

■
協
会
・
正
会
員
の
主
な
動
き
■ 

平
成
三
十
年
一
月
～
六
月 

【
公
演
】 

義
太
夫
協
会
／
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
公
演 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」 

一
月
二
十
日
（
土
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

二
月
二
一
日
（
水
）
国
立
演
芸
場 

＊
第
三
七
回
伝
承
者
研
修
発
表
会 

三
月
二
十
日
（
火
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

四
月
二
十
日
（
金
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

五
月
二
十
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

六
月
二
十
日
（
水
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

 正
会
員
主
催
公
演
（
協
会
後
援
分
） 

依
頼
公
演
・
協
力
公
演
（
＊
印
） 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」 

お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

二
月

一
・
二
日
、
四
月
一
・
二
日
、
六
月
一
・
二
日 

「
じ
ょ
ぎ
」 

お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

三
月
一
・

二
日
、
五
月
一
・
二
日
、
七
月
一
・
二
日 

「
第
四
回
弓
弦
葉
の
会
」 

一
月
一
四
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

「
第
二
回
瑠
璃
の
会
」 

三
月
三
日
（
土
） 

大
阪
・
国
立
文
楽
劇
場
小
ホ
ー
ル 

「
第
四
八
回
邦
楽
演
奏
会
」 

三
月
四
日
（
日
）
国
立
劇
場
小
劇
場
＊ 

主
催
：
邦
楽
実
演
家
団
体
連
絡
会
議 

「
若
手
邦
楽
聴
き
比
べ 

一
」 

三
月
一
二
日
（
月
）
東
京
都
美
術
館
講
堂
＊ 

主
催
：
邦
楽
実
演
家
団
体
連
絡
会
議 

「
第
十
一
回
花
の
よ
う
に
香
れ 

女
流
義
太
夫
」 

三
月
一
五
日
（
木
） 

蕨
市
立
文
化
ホ
ー
ル
く
る
る 

「
女
流
義
太
夫
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ヴ

v
o
l
.
8

」 

三
月
二
四
日
（
土
）・
二
五
日
（
日
）・
二
六
日
（
月
） 

神
楽
坂
ザ
・
グ
リ
ー 

「
第
十
六
回
は
な
や
ぐ
ら
の
会
」 

四
月
八
日
（
日
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 
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「
粋
で
お
し
ゃ
れ
な
女
義
ラ
イ
ブ
其
の
六
」 

六
月
一
七
日
（
日
）
回
向
院 

【
普
及
】 

義
太
夫
協
会
主
催
教
室 

◆
義
太
夫
・
三
味
線
一
日
体
験
教
室 

二
月
十
二
日
（
月
・
祝
）
芸
能
花
伝
舎 

講
師 

竹
本
越
若
・
鶴
澤
弥
吉 

四
月
二
一
日
（
土
）
豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

講
師 

竹
本
越
孝
・
鶴
澤
駒
治 

文
化
庁
委
託
事
業
義
太
夫
教
室 

◆
第
七
十
期
義
太
夫
教
室 

実
践
コ
ー
ス
後
期 

一
月
六
日
～
三
月
一
七
日
（
週
一
日
・
土
曜
） 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

〈
卒
業
発
表
会
・
Ｏ
Ｂ
発
表
会
〉 

三
月
十
一
日
（
土
） 

深
川
江
戸
資
料
館
小
劇
場 

◆
第
七
一
期
義
太
夫
教
室 

 

入
門
コ
ー
ス 

講
師 

竹
本
土
佐
子
・
竹
本
越
孝
・
鶴
澤
駒
治 

五
月
二
六
日
～
七
月
二
一
日
（
週
二
日
・
木
曜
土

曜
）
豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

【
人
材
育
成
】 

新
人
養
成
特
別
研
修
制
度 

研
修
生
一
名
（
太
夫
）
が
、
研
修
を
修
了
し
て
六

月
よ
り
竹
本
綾
之
助
に
入
門 

【
運
営
】 

平
成
二
九
年
度
第
三
回
理
事
会 

三
月
三
十
日
（
金
）
日
本
橋
永
谷
ビ
ル
会
議
室 

平
成
三
十
年
度
第
一
回
理
事
会 

五
月
十
一
日
（
金
）
義
太
夫
協
会
事
務
局 

平
成
三
十
年
度
通
常
総
会 

五
月
二
七
日
（
日
） 

Ｔ
Ｋ
Ｐ
神
田
駅
前
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

平
成
三
十
年
度
第
二
回
理
事
会 

五
月
二
七
日
（
日
）
（
総
会
終
了
後
） 

Ｔ
Ｋ
Ｐ
神
田
駅
前
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

【
特
別
会
員
新
規
入
会
】 

歌
舞
伎
太
郎
様 

【
放
送
・
放
映
】 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
『
邦
楽
百
番
・
選
』 

三
月
二
四
日
「
冥
途
の
飛
脚
」
封
印
切
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
駒
之
助 

三
味
線
：
鶴
澤
津
賀
寿 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
『
邦
楽
の
ひ
と
と
き
』 

一
月
三
日
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
重
の
井
子
別
れ
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本 

綾
之
助 

三
味
線
：
鶴
澤
津
賀
花 

二
月
十
四
日
「
明
烏
六
花
曙
」
山
名
屋
の
段
（
奥
） 

浄
瑠
璃
：
竹
本
土
佐
恵 

三
味
線
：
鶴
澤
駒
清 

五
月
九
日
「
伽
羅
先
代
萩
」
御
殿
の
段 

浄
瑠
璃
：
竹
本
土
佐
子 

三
味
線
：
鶴
澤
津
賀
花 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
『
に
っ
ぽ
ん
の
芸
能
』 

一
月
五
日
「
新
春
を
寿
ぐ
楽
の
調
べ
」 

「
蘆
刈
」
笠
の
段 
浄
瑠
璃
：
竹
本
駒
之
助 

三
味
線
：
鶴
澤
津
賀
寿 
ツ
レ
：
鶴
澤
三
寿
々 

■
今
後
の
協
会
・
正
会
員
の
予
定
■ 

平
成
三
十
年
七
月
～
十
二
月 

【
公
演
】 

義
太
夫
協
会
／
義
太
夫
節
保
存
会
主
催
公
演 

「
女
流
義
太
夫
演
奏
会
」 

七
月
二
十
日
（
金
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

八
月
一
六
日
（
木
）
国
立
演
芸
場 

※
若
手
勉
強
会 

九
月
二
十
日
（
木
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

十
月
二
十
日
（
土
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

 

十
一
月
二
十
日
（
火
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

十
二
月
一
五
日
（
土
）
紀
尾
井
小
ホ
ー
ル 

 「
本
牧
亭
を
聴
く
会
」
（
お
話
と
音
源
再
生
） 

七
月
三
十
日
（
月
）
お
江
戸
日
本
橋
亭 

 

正
会
員
主
催
公
演
（
協
会
後
援
分
） 

依
頼
公
演
・
協
力
公
演
（
＊
印
） 

「
じ
ょ
ぎ
」 

お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

七
月
一
・

二
日
、
九
月
一
・
二
日
、
十
一
月
一
・
二
日 

「
ぎ
だ
ゆ
う
座
」 

お
江
戸
上
野
広
小
路
亭 

八
月

一
・
二
日
、
十
月
一
・
二
日
、
十
二
月
一
・
二
日 

「
つ
が
じ
ゅ
の
会
」
七
月
三
一
日
（
火
） 

渋
谷
区
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
大
和
田
伝
承
ホ
ー
ル 

「
若
手
邦
楽
聴
き
比
べ 

二
」
八
月
二
四
日 

東
京
都
美
術
館
講
堂
＊ 

「
女
流
義
太
夫 

涙
と
笑
い
４
」
九
月
一
七
日
（
月
・

祝
）
浅
草
公
会
堂
第
二
集
会
室 

「
第
十
一
回
竹
本
土
佐
恵
の
会
」 

十
一
月
三
日
（
土
・
祝
）
内
幸
町
ホ
ー
ル 
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【
普
及
】 

義
太
夫
協
会
主
催
教
室 

◆
義
太
夫
・
三
味
線
一
日
体
験
教
室 

八
月
二
五
日
（
土
）
豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

講
師 

竹
本
土
佐
子
・
鶴
澤
駒
治 

文
化
庁
委
託
事
業
義
太
夫
教
室 

◆
第
七
一
期
義
太
夫
教
室 

実
践
コ
ー
ス
前
期
・
後
期 

九
月
六
日
～
平
成
三
一
年
三
月
二
一
日
（
各
木
曜

日
）
豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

講
師 

竹
本
土
佐
子
・
竹
本
越
孝
・
鶴
澤
駒
治 

依
頼
事
業 

◆
学
校
巡
回
公
演
：
文
化
庁
主
催 

「
芸
術
文
化
に
よ
る
子
供
の
育
成
事
業─

巡
回
公
演

事
業─

」
（
制
作
：
古
典
空
間
） 

「
語
っ
て
み
よ
う
！ 

義
太
夫
節
！
」 

事
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
本
公
演
・
全
九
校 

《
本
公
演
》 

九
月
二
五
日 

越
谷
市
立
越
谷
小
学
校 

二
七
日 

深
谷
市
立
川
本
南
小
学
校 

十
月
二
七
日 

北
本
市
立
中
丸
小
学
校 

二
九
日 

秩
父
市
立
南
小
学
校 

三
十
日 

白
河
市
立
白
河
南
中
学
校 

三
一
日 

須
賀
川
市
立
岩
瀬
中
学
校 

十
一
月
一
日 

福
島
市
立
清
明
小
学
校 

二
日 

い
わ
き
市
藤
間
中
学
校 

十
九
日 

さ
い
た
ま
市
立
本
太
中
学
校 

【
そ
の
他
事
業
】 

床
本
・
稽
古
本
即
売
会 

八
月
四
日
（
土
） 

 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館 

祖
先
祭 

十
月
一
三
日
（
土
）
十
三
時 

回
向
院 

■
寄
付
・
寄
贈
■ 

平
成
三
十
年
一
月
～
六
月 

左
記
の
ご
寄
付
ご
寄
贈
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

日
本
素
義
会
様 

五
万
円 

桜
井
久
子
様 

 

義
太
夫
関
連
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
七
三
巻 

竹
本
駒
之
助 

三
十
万
円
、
肩
衣
十
枚
、
肩
衣
・
袴
十
組 

 

会
報
編
集
委
員
／
鶴
澤
寛
也
・
竹
本
佳
之
助 

鶴
澤
賀
寿
・
竹
本
駒
佳
・
竹
本
越
里 

 

床
本
・
稽
古
本
即
売
会 

八
月
四
日
（
土
）
十
三
時
〜
十
六
時 

豊
川
稲
荷
文
化
会
館
三
階 

ど
な
た
様
も
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。 

会
員
は
一
割
引
で
す
。 

広
告
募
集
！ 

本
会
報
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
一
段
一
万
円
、
半
段
五
千
円
で
す
。 

義
太
夫
協
会
会
員
募
集
！ 

義
太
夫
協
会
主
催
公
演
の
入
場
料
が
割
引
に

な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
（
賛
助
会
員
）

は
常
時
会
員
募
集
中
で
す
。 

※
詳
し
く
は
義
太
夫
協
会
ま
で 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

７月３０日発売！ 今年没後 30 年となる竹本春駒の貴重な録音  

「伊賀越道中双六 岡崎の段」 

「花上野誉碑 志度寺の段」 
浄瑠璃 竹本春駒 三味線 鶴澤三生  定価 1,500 円（税込）  

＜義太夫協会記録音源復刻オンデマンドＣＤラインナップ＞全 11 タイトル 好評発売中！  

壺坂観音霊験記・新版歌祭文・絵本太功記・御所桜堀河夜討 /伊賀越道中双六・生写朝顔話・艶

容女舞衣・義経千本桜・伊勢音頭恋寝刃・近頃河原達引・ひらかな盛衰記  

＊各 1,500 円 ご注文から 10 日前後でお届けいたします。詞章・送料は別途となります 

竹本土佐廣・鶴澤友路「心中紙屋治兵衛 河庄の段」、竹本駒之助・鶴澤津賀寿「近頃河原の達引 堀川

猿廻しの段」・「嫗山姥  廓噺の段」・「源平布引滝  綿繰馬の段」も取り扱っております。  

＊詳しくは義太夫協会へお問い合わせください 
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暑 中 お 見 舞  申 し 上 げ ま す 
  

日 本 素 義 会  
  

第１０９回 平成３０年１０月２１日（日） 開催   

新加入  大歓迎！ふるってご参加ください   

詳細は菅野昌行まで   
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